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部
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凛
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コ
ロ
ナ
禍
で
失

っ
た
も

の
回
復

′

会
長

伊
　
藤

　

智
　
彦

長
く
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
で
す
が
、
日
本
も
ウ
イ
ズ

コ
ロ
ナ
に
舵
を
切

っ
た
よ
う
で
す

ね
。
今
年
の
夏
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

ィ
ル
ス
感
染
対
策
に
お
い
て
特
別

な
行
動
制
限
な
し
と
い
う
こ
と
で

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
実
は

例
年
に
な
い
猛
暑
、
長
雨
、
台
風

の
影
響
や
コ
ロ
ナ
感
染
第
七
波
の

到
来
が
重
な

っ
て
、
み
な
さ
ん
も

な
か
な
か
思
い
ど
お
り
に
活
動
で

き
な
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
は
や

く
昔
の
よ
う
に
楽
し
く
山
の
活
動

が
で
き
る
事
を
切
望
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
感
染
が
始
ま

っ
て
か
な

り
の
時
間
が
経
ち
ま
し
た
が
、
こ

の
間
、
失
い
つ
つ
あ
る
も
の
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い

ま
す
。
行
事
の
継
続
性
、
活
動
に

対
し
て
の
計
画
的
な
取
り
組
み
、

特
に
山
な
ど
の
伝
達
や
山
活
動
で

の
実
践
感
覚
等
々
。
私
自
身
、
体

力
不
足
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
を
回
復
す
る
こ
と
が
今
後
の

課
題
に
な

っ
て
き
て
い
る
と
考
え

ま
す
。
会
員
各
人
の
所
属
す
る
団

体
に
お
い
て
も
意
識
し
て
お
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
が
、
愛
知
県
山
岳

連
盟
は
こ
の
点
も
含
め
て
、
今
後

の
活
動
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
の
夏
の
日
本
山
岳
会

東
海
支
部
に
よ
る
、
第
十
四
次
イ

ン
ド
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
隊
の
登
頂
成

功
は
誠
に
喜
ば
し

い
こ
と
で
し

た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
の
久
々

の
海
外
遠
征
で
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
意
欲
的
な
活
動
に
心
か
ら
賛
辞

を
贈
り
ま
す
。

過
去
に
全
国
規
模
の
イ
ベ
ン
ト

と
し
て

一
九
九
四
年
に

「愛
知
わ

か
し
ゃ
ち
国
体
」
が
開
催
さ
れ
、

山
岳
競
技

（縦
走
　
踏
査
　
山
岳

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
）
が
奥
三
河
で
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
実
施
数
年
前
か

ら
計
画
的
に
準
備
が
行
わ
れ
、
多

く
の
愛
知
岳
連
の
会
員
や
全
国
の

山
岳
関
係
者
の
応
援
が
あ

っ
て
無

事
終
了
し
、
大
き
な
成
果
を
上
げ

ま
し
た
。
年
配
の
会
員
の
方
は
懐

か
し
い
思
い
出
と
し
て
残

っ
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
時
の
会

員
の
交
流
が
、
日
頃
の
活
動
の
活

性
化
や
東
海
四
県
の
相
互
の
活
動

の
深
化
に
長
年
大
き
く
影
響
を
与

え
て
き
ま
し
た
。

今
後
の
こ
と
で
す
が
、
現
在
、

岳
連

の
直
面
す
る
課
題
と
し
て

「
法
人
化
」
と

「
名
古
屋

ア
ジ
ア

大
会
」
が
あ
り
ま
す
。
実
施
競
技

の
内
、
山
岳
競
技
は
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
が
ポ
ー
ト
メ
ッ
セ
名

古
屋
の
特
設
会
場
で
実
施
予
定
で

す
。今
後
詳
し
い
こ
と
が
徐
々
に
わ

か

っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
多
く

の
方
に
運
営
ス
タ
ッ
フ
等
と
し
て

ご
協
力
願
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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新規入会者の動機など調査するアンケート実施 :
愛知県山岳連盟は、6月 29日 から7月 19日 の21日 間に法人化に向けて将来構想を議論するため現状を把
握する一環として、加盟団体の新規入会者へ入会動機などを調査するアンケートを実施しました。最近の

新規入会者の入会動機などを調べ、加盟諸団体の会員数増加策のヒントを得ようと考えました。
アンケートは、加盟団体の2019年度以降の新規入会者115名を対象に、web上で回答する方式で44名から
回答を得ました。およそ 7割の加盟団体が新規入会者を得ており、コロナ禍の年にも入会者は減っていま
せん。
新規入会者は30歳代が最も多く、一人で山に行くのが不安だからという理由もありますが、雪山や岩登

り、日本アルプスヘ行きたいなど具体的な目的を持ち、自己の登山技術を向上させたいという積極的な動

機を多くの人が挙げていました。
情報入手方法では・各団体のHP"と '知人"からに二分されました。所属クラブ員の積極的な新人勧
誘の効果が大きく、会のHPの存在も大きいことがわかりました。情報が豊富でわかりやすいHPを持っ
ていて、会員が積極的に知人を勧誘しているクラブに新規入会者が多いと言えそうです。
一方で、高校や大学時代に部活やサークルで登山を経験した人が、ほとんど社会人山岳会に入ってきて
いないことも見えてきました。
8月 16日 開催の令和 4年度第 2回理事会で、このアンケート結果が報告されました。今後は加盟団体に
新規入会者を増やすためのとントを紹介するとともに、法人化に向けて加盟団体の運営を支援する事業と

組織の在り方について検討して参ります。

《アンケート内容》
◆新規入会者の有無
2019年度以降に新規に入会した会員

がいる団体 … 714%
新規入会者がいない団体  286%

◆入会者の性別
男性 ¨591%  女性 -409%

◆入会の動機
一人で山に行くのが不安、仲間を作りたい。

登山技術を向上させたい。また、雪山や岩登りなど北アや南アなどにも登りたい人が多い。

一人で山に行 くのが不安にな

登山鋼中間を作りたかつ

自分の壁山のレ′ヾ に 向上さ

雪山の技術を学びたかつた

岩登りの技術を学びたかつ

沢登りをやりたかつ

9(432%)

(409%)

(348%)

17(386%)北刀 レプスや南刀 レプスに行

読図を勉強したかつ

テント泊をやりたかつ

日山協の呆険に加入したかつ

◆入会後の評価
前向きな「良かったこと」力`まんべんなくチェックされており、入会後の評価は高いと思わ

れる。

(事務局 。今泉卓巳)

◆新規入会者の年代
30代が一番多く、3人に 1人位を占める。
40代以下が659%で高齢者は少ない。
30代 … 318%  40代 ¨25%
50代 … 205%  60代  136%
70代以上 ¨ 91%

自分の登山レベルを向上できた

壁山の仲間ができた

山岳会の雰囲気がよかった

山の楽しみ方の範国が広がつた

安全登山への理解が深まつた

岳連ニュース 豊山月報の関覧

特になし
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◆情報入手方法

「知人から聞いた」と「山岳会のホームページ」に2分される。両者の重なりを見ると「HP
のみ」が17人、「知人のみ」が17人、両方と答えた人が 4人で重複は少ない。クラブ員から

積極的な勧誘が効果あり、HPの存在は大きい。

l123%)

〈0%)

(0%)

知か ら口0

職場の社内イントラネッ 1(23%)

1(23%)

イ(23%)

単独登山中に会の方に教え

主人が加入してし

◆登山経験年数

未経験が159%、 1～ 3年が364%、 合わせて523%と なり、経験年数の少ない人が半分ほ
であった。

未経験 … 159%   1～ 3年  364%
4～ 10年 ¨ 295%  11年以上 … 182%

◆高校・大学での経験

高校や大学での活動経験者は非常に少ない。

学生の経験者が社会人山岳会に向かうルートができていない。

,(23%)

◆登山以外のスポーツ経験
スポーツクライミング、 トレランの経験者が一定数いる。
山岳スポーツとの連携の可能性が期待できる。

スポーツクライミング

山岳スキー

トレラン

ログイニング

オリエンテーリング

該当するものはない

スキー′鉱物採集

'一
フィン

148%)

124%)
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身
に
付
け
た
い
基
礎
技
術

や
ま
び
こ
山
想
会

磯

部

多

恵

確
保
技
術
講
習
会
が
令
和
４
年

６
月
１８
日
（土
）
、
１９
日
（日
）
に
豊

田
市
鞍
ヶ
池
公
園
で
開
催
さ
れ
参

加
し
ま
し
た
。

ア
イ
シ
ン
山
岳
部
の
本
田
さ
ん

が
総
監
督
で
、
初
級
、
上
級
に
分

か
れ
、
２
日
間
講
習
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
私
は
初
級
コ
ー
ス
を
受
講

し
ま
し
た
。

ト
ヨ
タ
山
岳
会
の
近
藤
さ
ん
、

春
日
井
山
岳
会
の
坂
口
さ
ん
が
講

師
、
や
ま
び
こ
山
想
会
の
官
森
さ

ん
、
三
嶋
さ
ん
が
サ
ブ
講
師
と
な

っ
て
い
た
だ
き
、
岩
登
り
の
基
礎

知
識
を
２
日
間
学
び
ま
し
た
。

‐８
日
は
、
一肩
が
ら
み
制
動
、
道

具
の
使
い
方
、
装
備
の
装
着
、
基

本
的
結
び
を
学
び
ま
し
た
。
１９
日

は
ア
ン
カ
ー
と
支
点
、
自
己
確

保
、
懸
垂
降
下
を
学
び
ま
し
た
。

‐８
日
に
学
ん
だ
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
を

活
か
し
１９
日
は
実
践
形
式
で
行
い

ま
し
た
。

今
回
、
初
め
て
愛
知
県
山
岳
連

盟
の
確
保
講
習
会
に
参
加
し
ま
し

た
が
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
１
週
間
前

に
所
属
す
る
山
岳
会
で
豊
田
市
の

南
山
で
岩
登
り
講
習
会
を
受
講
し

て
い
た
の
で
、
２
週
連
続
し
て
岩

登
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
、
非
常
に
習
得
す
る
技
術
が

多

い
分
、
体
に
し

っ
か
り
と
身
に

つ
け
る
良

い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
安
全
に
岩
登
り
を
行
う
基
礎

的
技
術
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で

き
、
改
め
て
安
全
で
楽
し
い
岩
登

り
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

両
日
と
も
、
何
と
か
天
気
に
も

恵
ま
れ
、
有
意
義
な
講
習
会
で
し

た
。
講
師
と
な

っ
て
い
た
だ
い
た

方
々
と
講
習
会
を
開
催
し
て
く
だ

さ

っ
た
愛
知
県
山
岳
連
盟
に
感
謝

し
ま
す
。

イ
ン
ド
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
隊
未
踏
峰
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

東
海
支
部
は
、
昨
年
設
立
６０
周

年
の
記
念
と
な
る
海
外
登
山
２
隊

の
遠
征
を
行

い
、
い
ず
れ
も
登
頂

を
果
た
し
て
無
事
帰
国
し
た
。
後

援
を
い
た
だ
い
た
第
１４
次
イ
ン
ド

ヒ
マ
ラ
ヤ
隊
は
、
１
９
８
８
年
よ

り
継
続
し
て
行

っ
て
い
る
中
高
年

登
山
隊
で
、
イ
ン
ド
ヒ
マ
ラ
ヤ

・

ヤ
ン
峰

（６
２
３
０

ｍ
）
に
派
遣

し
て
以
来
、
１４
次
、
１８
隊
を
イ
ン

ド
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
６
０
０
０

ｍ
峰
に

派
遣
し
、
全
て
目
的
の
山
に
登
頂

し
、
内
１０
座
は
初
登
頂
で
す
。
登

山
の
ス
タ
イ
ル
は
、
未
踏
地
域
の

踏
査
、
学
術
調
査
、
環
境
調
査
等

で
あ
り
、
支
部
設
立
の
志
向
を
継

続
し
て
い
ま
す
。

第
１４
次
隊
は
、
当
初
、
旧
ジ
ャ

ン
ム
　
カ
シ
ミ
ー
ル
州
の
パ
ン
ゴ

ン
山
脈
地
区
に
位
置
す
る
パ
ン
ゴ

ン

・
レ
ン
ジ
の
未
踏
峰
に
狙
い
を

定
め
ま
し
た
。
し
か
し
２
０
１
８

年
の
１３
次
隊
未
踏
峰
登
山
後
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
偵
察
等

の
海
外
渡
航
が
で
き
ず
、
延
期
せ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
続
き
ま
し

た
。
ま
た
、
イ
ン
ド

・
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は

今
年
３
月
に
申
請
書
を
受
理
し
な

が
ら
、
登
山
許
可
は
６
月
訪
間
時

で
も
許
可
を
受
け
取
る
こ
と
は
叶

わ
ず
、
第
３
候
補
地
の
ラ
ダ
ッ
ク

州
カ
ン
　
ユ
ー
セ
イ
山
群
に
変
更

し
て
申
請
し
、
よ
う
や
く
受
理
さ

れ
た
。

〔期
　
日
〕
２
０
２
２
年
６
月
２０

日
名
古
屋
～
羽
田
Ａ
Ｎ
Ａ
で
デ

リ
ー
着
　
帰
路
は
７
月
２‐
日
～

２８
日
羽
田
～
名
古
屋
帰
着

〔隊
の
編
成
〕

総

隊

長

一
沖
　
允
人

（８７
歳
）

隊
　
　
長

¨
星
　

一
男

（
７．
歳
）

登
攀
隊
長

一
栗
木
洋
明

（６８
歳
）

副
　
″
　

¨
岩
瀬
幹
生

（６７
歳
）

隊
　
　
員

¨
印
藤
寿
浩

（６３
歳
）

印
藤
義
子

（
６３
歳
）

鍛
次
真
由
美

（
５０
歳
）

リ
エ
ゾ
ン
オ
フ
イ
サ
ー

¨

ガ
ジ

エ
ン
ド
ラ
　
デ
シ
ュ
ム
ク

（
４５
歳
）

〔概
　
要
〕

６
月
２‐
日
　
登
山
隊
は
デ
リ
ー

に
到
着
し
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
を
訪
間
、
代

表
ブ
イ
ジ
ャ
イ
　
シ
ン
と
会
議
を

開
き
、
登
山
許
可
の
最
後
の
要
請

を
お
こ
な

っ
た
が
、
第

一
日
標
の

ラ
ダ
ッ
ク
州
　
バ
ン
ゴ
ン
山
脈

メ
ラ
ッ
ク
峰

（
６
４
８
ｌ

ｍ
）
と

第
二
目
標
と
し
て
い
た
ラ
ダ
ッ
ク

山
脈
の
ラ
ル
ギ
ャ
ツ
プ

（６
１
５

０

ｍ
）
は
い
ず
れ
も
イ
ン
ド
政
府

か
ら
の
許
可
が
取
得
で
き
な
か
っ

た
。
第
三
日
標
と
し
て
い
た
ラ
ダ

ッ
ク
山
脈
の
カ
ン

・
ユ
ー
セ
イ
山

群
の
カ
ン
　
ユ
ウ
セ
イ
Ⅲ

（６
４

０
ｌ

ｍ
）
と
周
辺
の
無
名
峰
に
登

山
許
可
を
申
請
し
、
急
違
登
山
許

可
書
を
発
行
し
て
も
ら

つ
た
。

６
月
２３
日
　
空
路
ラ
ダ
ッ
ク
州

の
首
都
レ
ー

（３
５
０
５

ｍ
）
に

移
動
し
、
数
日
滞
在
し
、
登
山
準

備
と
高
所
順
応
を
行

っ
た
。

６
月
２８
日
　
中
型
車
５
台
と
ト

ラ
ッ
ク
ー
台
で
レ
ー
を
出
発
し
、

約
５０
ｂ
先
の
カ
ル
ー

（３
８
０
０

ｍ
）
の
少
し
先
か
ら
南
の
谷
に
沿

っ
た
キ
ャ
ラ
バ
ン
コ
ー
ス
に
入
り

車
道
の
終
点
シ
ャ
ン
　
ス
ム
ド
に

到
着
し
た
。
事
前
に
手
配
し
て
待

機
し
て
ぃ
た
２４
頭
の
馬
に
隊
荷
を

積
み
、
谷
に
そ

っ
て
出
発
し
た
。

キ
ャ
ラ
バ
ン
、
車
道
の
終
点
か
ら

ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
ま
で
河
原
の
中

の
道
を
進
み
、
３
時
間
で
河
原
か

建設業許可を取りたい、日本国籍を取得したい (帰
化)、 遺言を公正証書で作成したい、戸籍騰本や除
籍謄本を代行取得して欲しい、任意成年後見の相談
をしたい、会計記帳を頼みたい等々
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令和 4年 10月 18日 愛 知 岳 連 ニ ュー ス 第446号 (0

ら
離
れ
て
山
の
斜
面
を
登
り
、
２

時
間
で
中
継
点
の
キ
ャ
ン
プ
地
に

到
着
し
た
。

６
月
２９
日
　
中
継
点
の
キ
ャ
ン

プ
地
を
徒
歩
で
出
発
し
、
３
時
間

で
コ
ン
マ
ル
峠

（
５
２
６
０

ｍ
）

に
到
着
し
た
。

コ
ン
マ
ル
峠
か
ら

は
、
カ
ン
　
ユ
ー
セ
イ
山
群
の
全

容
が
望
ま
れ
た
。
そ
こ
か
ら
南
に

細
い
道
を
く
だ
り
、
約
３
時
間
で

ニ
マ
リ
ン
谷
に
降
り
立
ち
、
約
２

時
間
ほ
ど
花
場
の
咲
き
乱
れ
る
草

原
を
移
動
し
て
５
０
０
０

ｍ
地
点

に
到
着
し
て
キ
ャ
ン
プ
し
た
。
隊

荷
は
２４
頭
の
馬
で
運
ん
だ
。
キ
ャ

ン
プ
地
は
広
々
と
し
た
草
原
で
川

も
流
れ
て
い
た
気
持
ち
の
体
ま
る

と
こ
ろ
で
あ

っ
た
。

（登
山
活
動
開
始
〕

６
月
３０
日
　
キ
ャ
ン
プ
地
を
出

発
し
、
カ
ン

・
ユ
ー
セ
イ
山
群
の

南
側
下
部
に
Ｂ
Ｃ

（約
５
２
７
８

ｍ
）
を
設
営
し
た
。

７
月
２
日
　
カ
ポ
　
リ

（６
１

５
０

ｍ
）
の
上
部
ル
ー
ト
偵
察
の

た
め
、
２
隊
を
編
成
し
た
。
氷
河

チ
ー
ム
は
、
カ
ポ
　
リ
氷
河
を
詰

め
て
、
カ
ポ
　
リ

（６
１
５
０

ｍ
）

の
西
に
の
び
た
コ
ル

（山
頂
か
ら

５
０
０

ｍ
ほ
ど
西
に
あ
る
）
ま
で

偵
察
に
行

っ
た
。
ル
ー
ト
は
、
痩

せ
た
ボ
ロ
ボ
ロ
の
岩
稜
で
危
険
が

多
く
、
登
頂
ル
ー
ト
と
し
て
は
、

採
用
で
き
な
い
と
判
断
し
た
。
栗

木

（登
攀
隊
長
）
、
岩
瀬

（登
攀

副
隊
長
）
、
鍛
次
隊
員
を
合
め
て

「
稜
線
グ
ル
ー
プ
」
６
名
は
、
Ｂ
Ｃ

よ
リ
カ
ポ
　
リ
、
か
ら
シ
ャ
ド
ー

ル
　
リ
に
続
く
東
陵
上

（５
６
０

０

ｍ
）
付
近
ま
で
偵
察
し
た
。
稜

線
の
北
側
は
急
峻
な
雪
と
氷
の
壁

で
、
南
側
は
ガ
レ
の
急
斜
面
で
あ

る
。
稜
線
上
に
前
進
キ
ャ
ン
プ
を

設
営
す
れ
ば
登
頂
は
可
能
と
判
断

し
、
そ
の
後
、
Ｂ
Ｃ
に
帰
着
し
た
。

７
月
３
日
　
体
調
不
良
の
印
藤

寿
浩
に
同
行
し
て
印
藤
義
子
と
星

一
男
隊
長
が
馬
と
車
を
乗
り
継

ぎ
、
急
違
、
レ
ー
に
下
山
し
た
。

そ
の
後
の
登
山
指
揮
は
登
攀
隊
長

の
栗
木
洋
明
が
行

っ
た
。

７
月
４
日
　
午
前
７
時
５０
分
、

日
本
人
３
名
と
イ
ン
ド
人
５
名
が

Ｂ
Ｃ
を
出
発
。
日
本
人
３
名
と
イ

ン
ド
人
５
名
が
Ｈ
Ｃ
設
営
地
点
に

９
時
５５
分
に
到
着
し
た
。
こ
の
時

点
で
雨
柱
が
接
近
し
て
く
る
の
を

確
認
。
そ
の
後
、
風
雨
が
強
ま
り

テ
ン
ト
の
中
で

一
時
間
ほ
ど
待
機

し
、
こ
の
日
の
上
部
偵
察
は
諦
め

た
。
そ
の
後
、
荷
揚
げ
要
員
の
イ

ン
ド
人
３
名
が
Ｂ
Ｃ
に
下
山
。
テ

ン
ト
２
張
り
を
設
営
し
、
５
６
０

０

ｍ
に
日
本
人
３
名
と
イ
ン
ド
人

２
名
が
宿
泊
し
た
。

７
月
５
日
　
ユ剛
夜
か
ら
天
候
が

思
わ
し
く
な
く
、
登
頂
が
危
ぶ
ま

れ
た
が
朝
ま

で
に
は
天
候
が
回

復
。
Ｈ
Ｃ
を
６
時
３０
分
に
出
発
。

５
名
が
安
全
の
た
め
に
ア
ン
ザ
イ

レ
ン
し
て
進
み
、
９
時
５
分
に
シ

ヤ
ド
ー
ル

・
り

（５
９
４
２

ｍ
）

に
登
頂
し
た
。
４５
分
間
頂
上
に
い

て
写
真
撮
影
な
ど
を
し
た
。
ガ
ポ

リ
山
頂
に
続
く
稜
線
は
急
峻
で
、

此
れ
を
た
ど
る
こ
と
は
危
険
が
多

い
と
判
断
し
Ｈ
時
２０
分
に
Ｈ
Ｃ
に

帰
り
、
テ
ン
ト
を
撤
収
し
１２
時
１０

分
に
下
山
開
始
。
１３
時
に
Ｂ
Ｃ
に

帰
着
し
た
。

７
月
６
日

・
７
日
　
Ｂ
Ｃ
で
体

養
。７
月
８
日
　
Ｂ
Ｃ
は
移
動
は
せ

ず
、

こ
れ
ま
で
の
Ｂ
Ｃ
か
ら
ド

ゾ
　
ジ
ョ
ン
ゴ

（
６
２
１
ｌ

ｍ
）

東
峰
に
登
る
こ
と
に
し
、
日
本
人

３
名
と
イ
ン
ド
人
４
名
が
８
時
４５

分
に
出
発
。
１２
時
１０
分
、
ド
ゾ

・

ジ

ョ
ン
ゴ
東
峰

の
東
尾
根
上
に

Ｈ
Ｃ

（
５
８
０
５

ｍ
）
を
設
営
し

た
。
こ
の
日
、
午
後
か
ら
風
速
が

強
ま
り
天
候
が
悪
化
。
午
後
２
時

半
ご
ろ
か
ら
３
時
４０
分
ご
ろ
に
か

け
て
雷
雲
が
頭
上
を
通
過
。
そ
れ

と
同
時
に
霰
が
強
烈
な
勢
い
で
テ

ン
ト
に
吹
き
付
け
、
生
き
た
心
地

が
し
な
か

っ
た
。
夜
間
に
は
雪
が

降
り
積
も
り
、
翌
朝
に
は
あ
た
り

一
面
銀
世
界
に
な

っ
て
い
た
。

７
月
９
日
　
明
け
方
ま
で
雪
が

降
り
続
い
て
い
た
。
天
候
の
回
復

を
１
時
間
ほ
ど
待

っ
て
Ｈ
Ｃ
を
７

時
０５
分
に
出
発
し
、
ド
ゾ
　
ジ
ョ

ン
ゴ
東
峰
に
９
時
２５
分
に
登
頂
し

１０
時
４０
分
ま
で
山
頂
に
滞
在
し

▼
９
月
６
日
（火
）
Ｗ

ｅ
ｂ
会
議

会
長
あ
い
さ
つ

Ｉ
　
報
告
事
項

１
　
第
４３
回
東
海
プ
ロ
ッ
ク
大
会

（
７
／
１６
～
‐７
）
佐
橋
、
倉

２
　
ア
ジ
ア
競
技
大
会
運
営
能
力

向
上
研
修
会

（８
／
２３
）
伊
藤

３
　
Ｓ
Ｃ
強
化
活
動
報
告

（８

・

９
月
度
）
倉
、
佐
橋

４
　
国
立
登
山
研
修
所
上
級
登
山

指
導
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研

た
。
周
辺
の
山
々
を
間
近
に
な
が

め
、
下
山
を
開
始
し
た
。
Ｈ
時
Ю

分
に
Ｈ
Ｃ
に
帰
り
、
テ
ン
ト
を
撤

収
し
、
Ｈ
Ｃ
を
１２
時
“
分
に
出

発
、
１４
時
１０
分
に
無
事
、
Ｂ
Ｃ
に

帰
着
し
た
。

７
月
Ｈ
日
　
Ｂ
Ｃ
を
撤
収
し
て

８
時
１０
分
に
出
発
。
来
る
と
き
と

同
じ
キ
ャ
ラ
バ
ン
コ
ー
ス
で
１６
時

４０
分
に
車
の
終
点
シ
ャ
ン
　
ス
ム

ド
に
到
着
。
迎
え
の
車
で
レ
ー
に

向
か
い
、
１９
時
に
ラ
リ
モ
ー
ホ
テ

ル
に
到
着
し
た
。

〔総
　
括
〕

イ
ン
ド
辺
境
地
帯
の
４
０
０
０

ｍ
を
超
す
過
酷
な
自
然
環
境
で
の

一局
齢
者
を
中
心
に
し
た
登
山
隊
で

あ

っ
た
が
、
力
を
合
わ
せ

一
応
の

目
的
を
達
成
し
た
。

ご
後
援
頂
い
た

「中
日
新
聞
社
」

並
び
に

「
愛
知
県
山
岳
連
盟
」
を

は
じ
め
多
く
の
皆
様
の
ご
支
援

・

ご
協
力
い
た
だ
い
た
関
係
各
位
に

心
か
ら
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

（沖
　
允
人
　
星
　

一
男
）

佐
橋
、
倉

５
　
登
山
勉
強
会
　
救
助
Ｗ

ｅ
ｂ

（９
／
１３
）
本
田
、
一日
本

６
　
高
体
連
秋
山
講
習
会

（１０
／

２２
～
２３
釈
迦
ヶ
岳
）
小
島
、
佐

橋
７
　
第
５５
回
自
然
保
護
観
察
会

（１０
／
２３
）
栗
木

８
　
安
全
登
山
指
導
者
研
修
会

東
部
地
区

（１０
／
２‐
～
２３
茨
城
）

西
部
地
区

（Ｈ
／
１８
～
”
島
根
）

９
　
「遭
難
を
考
え
る
」
講
演
会

（Ｈ
／
２５
）
中
川
、
有
冨

１０
　
そ
の
他

修
会

（北
村
）

５
　
そ
の
他

１
　
審
議

・
お
知
ら
せ
事
項

１
　
将
来
構
想
検
討
委
員
会

（９

／
７
Ｗ

ｅ
ｂ
）
今
泉
、
北
村

２
　
指
導
員
研
修
会

・
救
助
講
習

会
向
け

（９
／
１７
南
山
）
本
田
、

高
木

３
　
第
７７
回
栃
本
国
体
Ｓ
Ｃ
競
技

大
会

（１０
／
２
～
４
）
倉
、
佐

橋
４
　
Ｓ
Ｃ
コ
ー
チ
養
成
講
習
会

（富
山
県
、
兵
庫
県
、
山
口
県
）

～ アジア最大のスポーツの祭典 ～

(2026/愛知 。名古屋 )

日時 2026919(土 )～ 104(日 )
会 場 瑞穂公園陸上競技場 他
主 催 アジア・オリンピック評議会


